
  

様式第２号の１－①【⑴実務経験のある教員等による授業科目の配置】 
 
※大学・短期大学・高等専門学校は、この様式を用いること。専門学校は、様式第２号の

１－②を用いること。 
 
学校名 高野山大学 
設置者名 学校法人 高野山学園 

 

 

１．「実務経験のある教員等による授業科目」の数 

学部名 学科名 

夜間･

通信

制の

場合 

実務経験のある 

教員等による 

授業科目の単位数 

省令

で定

める

基準

単位

数 

配

置

困

難 
全学

共通

科目 

学部

等 

共通

科目 

専門

科目 
合計 

文学部 

密教学科 
夜 ・

通信 

 

22 

43 65 13  

人間学科 
夜 ・

通信 
80 102 13  

 

 
夜 ・

通信 
 

  
 

 
 

 
夜 ・

通信 
    

（備考） 

 

 

２．「実務経験のある教員等による授業科目」の一覧表の公表方法 
高野山大学ウェブサイト「情報公開」 

http://www.koyasan-u.ac.jp/info/disclosure/ 

 

 

３．要件を満たすことが困難である学部等 

学部等名 

（困難である理由） 

 

 

 

 

 

 

 



  

様式第２号の２－①【⑵-①学外者である理事の複数配置】 
 
※ 国立大学法人・独立行政法人国立高等専門学校機構・公立大学法人・学校法人・準学校

法人は、この様式を用いること。これら以外の設置者は、様式第２号の２－②を用いる

こと。 
 
学校名 高野山大学 
設置者名 学校法人 高野山学園 

 

 

１．理事（役員）名簿の公表方法 
高野山大学ウェブサイト「情報公開」 

http://www.koyasan-u.ac.jp/info/disclosure/ 

 

 

２．学外者である理事の一覧表 

常勤・非常勤の別 前職又は現職 任期 
担当する職務内容 

や期待する役割 

非常勤 
宗教法人 高野山真言宗 宗会議長 

宗教法人 高野山真言宗 三會寺 住職 
H29.4.18～R3.4.17 

組織運営体制への

チェック機能 

非常勤 
宗教法人 高野山真言宗 教学部長 

宗教法人 高野山真言宗 三會寺 住職 
H29.7.5～R3.7.4 

組織運営体制への

チェック機能 

非常勤 
宗教法人 高野山真言宗 総務部長 

宗教法人 高野山真言宗 大乘寺 
H29.7.5～R3.7.4 

組織運営体制への

チェック機能 

非常勤 
宗教法人 高野山真言宗 財務部長 

宗教法人 高野山真言宗 興山寺 住職 
H29.7.5～R3.7.4 

組織運営体制への

チェック機能 

非常勤 
学校法人 清風学園 理事長 

学校法人 清風南海学園 専務理事 
H30.8.29～R3.8.28 

組織運営体制への

チェック機能 

非常勤 
宗教法人 高野山真言宗 最福寺 住職 

宗教法人 高野山真言宗 別格本山 清

浄心院 住職 
H30.2.16～R3.2.15 

組織運営体制への

チェック機能 

（備考） 

 

  



  

様式第２号の３【⑶厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表】 

 

学校名 高野山大学 

設置者名 学校法人 高野山学園 

 

 

○厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表の概要 

１．授業科目について、授業の方法及び内容、到達目標、成績評価の方法や

基準その他の事項を記載した授業計画書(シラバス)を作成し、公表してい

ること。 
（授業計画書の作成・公表に係る取組の概要） 

  

各教員も授業科目毎に、授業の到達目標及びテーマ、授業概要、年間計画、 

評価方法、ルーブリック（目標に準拠した評価）を記載した授業計画（シラバス）の 

作成を依頼している。回収後学科主任、教務担当副学長等による記載内容の確認を経て

記載内容に不備があれば修正を依頼する。作成については毎年 12 月頃から 3 月頃にか

けて行う。公表に関しては、3 月下旬から 4 月上旬に行う。 

授業計画書の公表方法 

高野山大学ホームページ「シラバス」 

http://www.koyasan-u.ac.jp/ 

２．学修意欲の把握、試験やレポート、卒業論文などの適切な方法により、

学修成果を厳格かつ適正に評価して単位を与え、又は、履修を認定してい

ること。 
（授業科目の学修成果の評価に係る取組の概要） 

 

 単位修得の認定、成績評価については、履修規程、履修要項並びに試験実

施規定に方針を定めている。授業科目ごとに成績評価基準と単位認定の方針

を記載した「シラバス」を提供している。これらの方針に基づき、厳格かつ

適正な成績評価及び単位認定、学位授与を行っており、これらの規則はホー

ムページ、「大学要覧」等で公表している。 



  

３．成績評価において、ＧＰＡ等の客観的な指標を設定し、公表するととも

に、成績の分布状況の把握をはじめ、適切に実施していること。 
（客観的な指標の設定・公表及び成績評価の適切な実施に係る取組の概要） 

 

 2019年度より GPAを導入している。GPAの計算方法は、（GP×単位数）の総和/履修登

録単位数で求める。GPは授業科目成績の 90点以上が 4ポイント、89～80点が 3ポイン

ト、79点～70点が 2ポイント、69点～60点が 1ポイント、59点以下または失格は 0ポ

イントであり、認定単位は対象外とする。 

 各学生が所属する学部の中でどの位置にあるかを把握できるよう、学年ごとに GPAの

分布状況を公表している。 

客観的な指標の 

算出方法の公表方法 

高野山大学ホームページ「シラバス」 

http://www.koyasan-u.ac.jp/ 

高野山大学要覧「高野山大学履修要項」P.57-58 

４．卒業の認定に関する方針を定め、公表するとともに、適切に実施してい

ること。 
（卒業の認定方針の策定・公表・適切な実施に係る取組の概要） 

 

 学科ごとにディプロマポリシーを策定し、どのような基準で卒業認定・学位授与を行

うのかを示している。また卒業要件については学科ごとに履修規程で定めている。ディ

プロマポリシー・卒業要件は卒業判定手順と共に学生に配布している大学要覧に記載し

ている。 

卒業の認定に関する 

方針の公表方法 

高野山大学ホームページ「シラバス」 

http://www.koyasan-u.ac.jp/ 

高野山大学要覧 

「高野山大学文学部の三つのポリシー」P.19-23 

「高野山大学履修規程」P.39-52 

「高野山大学履修要項」P.53-66 
 

  



  

様式第２号の４－①【⑷財務・経営情報の公表(大学・短期大学・高等専門学校)】 
 
※大学・短期大学・高等専門学校は、この様式を用いること。専門学校は、様式第２号の

４－②を用いること。 
学校名 高野山大学 

設置者名 学校法人 高野山学園 

 

 

１．財務諸表等 
財務諸表等 公表方法 

貸借対照表 高野山大学ウェブサイト「情報公開」 
http://www.koyasan-u.ac.jp/info/disclosure/ 

収支計算書又は損益計算書 高野山大学ウェブサイト「情報公開」 
http://www.koyasan-u.ac.jp/info/disclosure/ 

財産目録 高野山大学ウェブサイト「情報公開」 
http://www.koyasan-u.ac.jp/info/disclosure/ 

事業報告書 高野山大学ウェブサイト「情報公開」 
http://www.koyasan-u.ac.jp/info/disclosure/ 

監事による監査報告（書） 高野山大学ウェブサイト「情報公開」 
http://www.koyasan-u.ac.jp/info/disclosure/ 

 

 

２．事業計画（任意記載事項） 

単年度計画（名称：              対象年度：     ） 

公表方法： 

中長期計画（名称：              対象年度：     ） 

公表方法： 

 

 

３．教育活動に係る情報 

（１）自己点検・評価の結果 

公表方法：高野山大学ウェブサイト「情報公開」 
http://www.koyasan-u.ac.jp/info/disclosure/ 

 

 

（２）認証評価の結果（任意記載事項） 

公表方法： 

 

  



  

（３）学校教育法施行規則第 172条の２第 1項に掲げる情報の概要 

 

①教育研究上の目的、卒業の認定に関する方針、教育課程の編成及び実施に関

する方針、入学者の受入れに関する方針の概要 
学部等名 高野山大学 文学部 

教育研究上の目的（公表方法：「高野山大学履修規程」P.39-52、 

高野山大学ウェブサイト高野山大学ウェブサイト「大学概要」 

http://www.koyasan-u.ac.jp/info/disclosure/               ） 

（概要） 

（１）教育理念 

   弘法大師の精神に則り、「いのち」のあらゆる営みを尊び、人間とその環境の共存

共生をはかり、諸民族諸地域の文化を理解し、新しい文化を創造して、社会に貢献

する人間性豊かな人材を育成する。 

（２）教育目的 

①生命尊重の精神に基づき、人間の存在と叡智を敬い、文化の諸相を理化する能力

を養う。 

②地域社会および生活文化を重視し、その新しい発展に寄与する創造性を養う。 

      ③専門的知識と実践的技能の修得を通して、社会に貢献する人間性を培う。 

卒業の認定に関する方針（公表方法：高野山大学要覧「高野山大学文学部の三つのポ

リシー」P.19-23 

高野山大学ウェブサイト高野山大学ウェブサイト「情報公開」 

http://www.koyasan-u.ac.jp/info/disclosure/   

（概要） 

・文学部ディプロマ・ポリシー（卒業認定・学位授与に関する方針） 

 本学の教育理念に照らし、以下のような能力を身につけ、かつ所定の単位を取得した学

生に学位を授与する。 

1．体系的に学んだ専門的な知識と方法論に基づいて、総合的に問題を解決し新たな価

値の創造につなげていく能力が、一定の水準に達したと認められる学生。 

2．生命尊重の精神に基づいて人間の存在と叡智を敬い、種々なる文化の価値を創造的

に理解する能力を有する学生。 

教育課程の編成及び実施に関する方針 

（公表方法：高野山大学要覧「高野山大学文学部の三つのポリシー」P.19-23、 

高野山大学ウェブサイト「情報公開」 

http://www.koyasan-u.ac.jp/info/disclosure/  

（概要） 

・文学部カリキュラム・ポリシー（教育課程の編成方針） 

本学の教育理念に基づき、密教・仏教の古典に学び、それを実践に活かしていくための 

広範な知識・技能を基礎的なものから体系的に教授し、最終的に必修科目としての卒業論

文作成において丁寧な個別指導を実施し、それまでの学習成果の総合的な発揮を促す。 

入学者の受入れに関する方針 

（公表方法：高野山大学要覧「高野山大学文学部の三つのポリシー」P.19-23、 

高野山大学ウェブサイト「情報公開」 

http://www.koyasan-u.ac.jp/info/disclosure/           ） 



  

（概要） 

・文学部アドミッション・ポリシー（入学者受入れ方針） 

本学の教育理念である「『いのち』の営みを尊び、人間と環境・文化を理解し、人間性 

豊かで創造性にあふれた人材を育成する」に共感し、密教・仏教の古典に学び、みずから

考え行動しようとする、学習意欲の高い学生を受け入れる。 

 

 

②教育研究上の基本組織に関すること 
公表方法： 

高野山大学ウェブサイト「情報公開」 

http://www.koyasan-u.ac.jp/info/disclosure/  

高野山大学要覧「高野山大学学則」P.25-38 

 

  



  

③教員組織、教員の数並びに各教員が有する学位及び業績に関すること 

a.教員数（本務者） 

学部等の組織の名称 
学長・ 

副学長 
教授 准教授 講師 助教 

助手 

その他 
計 

－ 3人 － 3人 

文学部 － 8人 7人 2人 人 人 17人 

 － 人 人 人 人 人 人 

b.教員数（兼務者） 

学長・副学長 学長・副学長以外の教員 計 

 

人 61人 61人 

各教員の有する学位及び業績 

（教員データベース等） 
公表方法：高野山大学ウェブサイト「情報公開」 

http://www.koyasan-u.ac.jp/info/disclosure/ 

c.ＦＤ（ファカルティ・ディベロップメント）の状況（任意記載事項） 

 教務委員会が中心となり授業評価アンケート及び研修を実施している。研修については、全専任教員

を対象に、学外からの専門の講師を招いてアクティブラーニングやオンラインによる英語実習などの

「FD・SD研修会」を行うことで、教員の資質の向上を図っている。 

 

 

④入学者の数、収容定員及び在学する学生の数、卒業又は修了した者の数並び

に進学者数及び就職者数その他進学及び就職等の状況に関すること 
a.入学者の数、収容定員、在学する学生の数等 

学部等名 
入学定員 

（a） 

入学者数 

（b） 

b/a 収容定員 

（c） 

在学生数 

（d） 

d/c 編入学 

定員 

編入学 

者数 

文学部 50人 19人 38％ 200人 146人 73％ 人 12人 

 人 人 ％ 人 人 ％ 人 人 

合計 50人 19人 38％ 200人 146人 73％ 人 12人 

（備考） 

 

 

b.卒業者数、進学者数、就職者数 

学部等名 

 

卒業者数 進学者数 
就職者数 

（自営業を含む。） 
その他 

文学部 
33人 

（100％） 

4人 

（  12％） 

16人 

（  49％） 

13人 

（  39％） 

 
人 

（100％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

合計 
人 

（100％） 

4人 

（  12％） 

16人 

（  49％） 

13人 

（  39％） 

（主な進学先・就職先）（任意記載事項） 

（備考） 

 

  



  

 

c.修業年限期間内に卒業する学生の割合、留年者数、中途退学者数（任意記載事項） 

学部等名 

 

入学者数 
修業年限期間内 

卒業者数 
留年者数 中途退学者数 その他 

 
人 

（100％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

 
人 

（100％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

合計 
人 

（100％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

（備考） 

 

 

⑤授業科目、授業の方法及び内容並びに年間の授業の計画に関すること 
（概要） 

各教員に授業科目毎に、授業の到達目標及びテーマ、授業概要、年間計画、評価方法、 

ルーブリック（目標に準拠した評価）を記載した授業計画（シラバス）の作成を依頼している。 

 回収後、学科主任、教務担当副学長等による記載内容の確認を経て記載内容に不備があれば

修正を依頼する。作成については毎年 12月頃から 3月頃にかけて行う。公表に関しては、 

3 月下旬から 4月上旬に行う。 

 

 

⑥学修の成果に係る評価及び卒業又は修了の認定に当たっての基準に関すること 
（概要） 

単位修得の認定、成績評価については、履修規程、履修要項並びに試験実施規定に方針を 

定めている。授業科目ごとに成績評価基準と単位認定の方針を記載した「シラバス」を提供

している。これら方針に基づき、厳格かつ適正な成績評価及び、単位認定、学位授与を行っ

ており、これらの規則はホームページ、「大学要覧」等で公表している。 

学部名 学科名 
卒業に必要となる 

単位数 

ＧＰＡ制度の採用 

（任意記載事項） 

履修単位の登録上限 

（任意記載事項） 

文学部 
密教学科 124単位 ○有 ・無 50単位 

人間学科 124単位 ○有 ・無 50単位 

 
 単位 有・無 単位 

 単位 有・無 単位 

ＧＰＡの活用状況（任意記載事項） 
公表方法：高野山大学ウェブサイト「情報公開」 

http://www.koyasan-u.ac.jp/info/disclosure/ 

学生の学修状況に係る参考情報 

（任意記載事項） 

公表方法：高野山大学ウェブサイト「情報公開」 

     http://www.koyasan-u.ac.jp/info/disclosure/ 

 

 

⑦校地、校舎等の施設及び設備その他の学生の教育研究環境に関すること 
公表方法：高野山大学ウェブサイト「情報公開」 

http://www.koyasan-u.ac.jp/info/disclosure/ 

 

  



  

 

⑧授業料、入学金その他の大学等が徴収する費用に関すること 

学部名 学科名 
授業料 

（年間） 
入学金 その他 備考（任意記載事項） 

文学部 
密教学科 760,000円 200,000円 300,000円  

人間学科 760,000円 200,000円 300,000円  

 
 円 円 円  

 円 円 円  

 

 

⑨大学等が行う学生の修学、進路選択及び心身の健康等に係る支援に関すること 
a.学生の修学に係る支援に関する取組 

（概要） 

アドバイザー制度 

ワークスタディ制度 

学内奨学金制度 

b.進路選択に係る支援に関する取組 

（概要） 

インターンシップ 

就職ガイダンス 

c.学生の心身の健康等に係る支援に関する取組 

（概要） 

健康管理 

学生相談室（スクールカウンセラー） 

ノートテイカー 

 

 

⑩教育研究活動等の状況についての情報の公表の方法 
公表方法：高野山大学ウェブサイト「情報公開」 

     http://www.koyasan-u.ac.jp/info/disclosure/ 

 

 


